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Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールで村内の幼稚園、小・中学校の水泳授業が始まりました。
７月９日、こごせ幼稚園の子どもたちは宝探しゲームなどをして水遊びを楽しんでいました。
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・９月を目途に新庁舎建設基本設計・実施設計業務にかかる業者を選定し、契約を締結
・平成 28 年３月を目途に基本設計（案）についてパブリックコメント（意見募集）予定　

【平成 27 年度のスケジュール】

【新庁舎建設における既存施設の利活用方針（案）】

・建設予定地　　千早赤阪村大字水分 263 番地ほか（くすのきホール、郷土資料館、いきいきサロンくす
　　　　　　　　のき、道の駅ちはやあかさかの村有地）
・敷 地 面 積　　約 9,500㎡（国有地である楠公誕生地を除く。）
・延床面積・階数　　約 3,500㎡を上限・３階以下
・関 連 施 設　　駐車場、多目的広場（防災活動広場など）

【新庁舎建設の概要】

　村では、本年３月に新庁舎建設の基本的な考え方や設計の指針ともなる「千早赤阪村新庁舎建設基本計画」
を策定し、現在、それらを基本に基本設計・実施設計に向けた作業を進めています。
　今回、より具体的な設計である基本設計を進めるにあたり、くすのきホールなどの既存施設のあり方につ
いて、その考え方をまとめましたのでお知らせします。
　今後、基本設計（案）がまとまった段階（平成 28 年３月目途）において、その概要を村民の皆さんにお知
らせし、広く意見募集（パブリックコメント等）の機会を設けるなど情報提供しながら進めていきます。　

村民の生命と暮らしを守る
　　　　　新庁舎をめざして

特集①

くすのきホール➡解体・新庁舎建設

いきいきサロン➡保健センターに転用

郷土資料館➡ 解体・撤去し、新庁舎に代替機能

保健センター➡いきいきサロンに転用

道の駅➡移転を含め検討

【既存施設の利活用方針（案）】

【くすのきホール周辺施設概要】

施 設 名
敷地面積 

（㎡）
延床面積 

（㎡） 建築年

くすのきホール 3,271 1,996 Ｈ 5
ホール駐車場ほか 2,272 － Ｈ 5
いきいきサロンくすのき 1,788 563 Ｈ 15
郷土資料館 1,139 448 Ｓ 61
道の駅ちはやあかさか 925 72 Ｈ 8

合  計 9,395 3,079 －
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 ＜問い合わせ＞総務課

基本方針
【理由】施設廃止に伴い一時的に解体経費が必要なものの、新庁舎と生涯学習施設を一体的に

           整備することで建築経費の節減が図れるほか、行政機能の集約化による効率性・利便

           性の向上、  地域の活性化に向けた波及効果が期待できます。

くすのきホール（郷土資料館を含む）を廃止し、新庁舎と一体的に整備

  「費用対効果」「今後の維持管理経費」「効果的で一体的な利活用（代替機能）」「現在の施設利用状況」な
ど総合的に勘案した結果 ･･･

★　くすのきホールおよび郷土資料館を廃止した場合	  1 億 3,767 万円

Ａ　現状のまま維持した場合
【結果】・老朽化による外壁や雨漏り、空調設備などの大改修が必要。
            ・ 現在の施設利用状況では、大ホールの場合、29 件 / 年（無料使用）、
              ６件 ／年（有料使用）の使用状況であり、稼働率が低い。改修し
　　　　たとしても利用効率が見込めない。
　　　 ・くすのきホールの改修経費に加え、新庁舎の経費が必要。	

　改修費
　　　　　　3 億 7,377 万円

Ｂ　廃止した場合
【結果】・解体経費が必要。
　　　・多目的ホールや図書室、会議室の代替え機能の確保が必要。
　　　・新庁舎と一体的な整備が可能。

　解体工事費など
　　　　　　1 億 1,500 万円
　

Ｃ　新庁舎として用途変更した場合
【結果】・大ホールの事務所転用は建築構造上からできず、新庁舎として
　　　　代替えできない。
　　　・さらに「Ａ　現状のまま維持した場合の改修費」が必要。

　改修費（用途変更分）
　　　　　　　　1,900 万円
　改修費
　（現状のまま維持した場合）
　　　　　　3 億 7,377 万円
　合計
　　　　　　3 億 9,277 万円

２．郷土資料館のあり方検討

※　廃止した場合

【結果】
・解体経費が必要。
・展示スペースなど代替え機能の確保が必要。

解体工事費など
                      2,267 万円

１．くすのきホールのあり方検討

　新庁舎建設基本計画における建設候補地が、「くすのきホール周辺（村有地）」との方針のもと、具体的な
建設予定地を選定するにあたり、既存施設であるくすのきホールなどの必要性や今後の維持管理、統廃合も
含めた施設のあり方を整理・検証しました。
　整理・検証結果（概算）は次のとおりです。

「くすのきホールのあり方の整理・検証」

結　果
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＜問い合わせ＞まちづくり課

 ・つり銭は出ません。
 ・盗難、紛失や滅失などは、発行者（村）はその責を負いません。

 ・税金、振込手数料、電気・ガス・水道料金などの支払い
 ・医療費・薬など保険適用されるもの
 ・金券、ビール券、図書券、切手、印紙、プリペイドカードなどの換金性の高いもの
 ・たばこ事業法（昭和 59 年法律第 68 号）第２条第１項第３号に規定する製造たばこ
 ・土地・家屋購入、家賃・地代・駐車料（一時預かりを除く）などの不動産に関わる支払い　
※詳しくは、販売時にお渡しする「ご利用の手引き」をご覧ください。

利用期間　８月 28 日（金）～ 12 月 31 日（木）
利用店舗　村内の事業所で、プレミアム商品券取扱店のステッカーを貼っている店舗
※販売時に店舗の一覧表をお渡しします。また、利用開始までに、村ホームページに店舗の一覧表を掲
　載します。

日時　　８月 28 日（金）～９月１日（火）午前 10 時～午後５時
※先着順で販売します。売り切れ次第、販売を終了します。
※土・日曜日や、くすのきホールの休館日（月曜日）も販売します。
場所　くすのきホール
部数　3000 冊
価格　１冊（500 円× 24 枚、１万２千円分）を１万円で販売します。
購入限度　１人５冊（５万円）
※購入に来られた人数分のみ購入できます。
※村外の人も購入できます。

 ○注意事項

  ○利用の対象にならないもの

  ○販売について

  ○利用について

　国の交付金を活用して、村内の消費を刺激し、商工業の振興と地域活性化を図るため、「千早赤阪村プレ
ミアム商品券」を発行します。
　１万円で１万２千円分の買い物ができるお得な商品券です。

 「千早赤阪村プレミアム商品券」を販売します ! !

見　本
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◆申込用紙設置場所

　　　　　   　①役場、②小吹台連絡所、③保健センター、④くすのきホール図書室、
　　　　　　　⑤いきいきサロンくすのき、⑥いきいきサロンやまゆり、⑦Ｂ＆Ｇ海洋センター、
　　　　　　　⑧道の駅ちはやあかさか、⑨郷土資料館、⑩教育委員会事務局
◆申込先　教育委員会事務局 ( くすのきホール )、Ｂ＆Ｇ海洋センター、小吹台連絡所
　　※ふれあい展・コンサートについては、教育委員会事務局に電話または FAX での申し込み可。　　　
◆申込締切　　スポーツフェスティバル　９月 11 日 ( 金 )
　　　　　　　ふれあい展・コンサート　８月 31 日 ( 月 )

〈問い合わせ〉教育委員会事務局教育課　☎�１３００　b�１４００

  下記施設に設置する申込用紙に必要事項を記入の上、提出してください。

【スポーツフェスティバル・ふれあい展参加申し込みについて】

■日時　　ふれあい展　10 月 24 日（土）・25 日（日）　午前 10 時～午後４時 30 分
　　　　　コンサート　10 月 25 日（日）　正午～午後４時
■場所　　くすのきホール
■主催　　ふれあい展・コンサート実行委員会
■後援　　千早赤阪村教育委員会
■参加　　村在住・在勤の代表者からなるグループまたは個人とします。

■参加　　　　　　 ※スティックなどの用具は、主催者でも用意しています
　　・午前の部（グランドゴルフ）

　　　地区対抗は５人１組の２チームを上限とし、地区・自治会を通じて申し込んでください。
　　　個人対抗は個人で申し込んでください。
　　・午後の部（玉入れ）

　　　チーム対抗（１組 10 人以下の団体）で代表者が申し込んでください。

■日時　10 月 11 日（日）午前８時 45 分受付　９時開会　　　　　　　　　　
　　　　※予備日　10 月 12 日（祝）　
■場所　千早赤阪村民運動場
■種目   午前　グランドゴルフ
　　　   午後　玉入れ
■主催　千早赤阪村体育協会　　
■後援　千早赤阪村・千早赤阪村教育委員会
■協力　千早赤阪村スポーツ推進委員協議会　

～スポーツを通じて広げよう村民の輪～
　　　グランドゴルフ　and　玉入れ大会
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〈問い合わせ〉・府民お問合せセンター
　　　　　　　☎０６（６９１０）８００１　
　　　　　　　ＨＰ大阪 880 万人訓練　検索
　　　　　   　http://www.pref.osaka.lg.jp/shobobosai/trainig_top/
 　　　　　   ・総務課

  東日本大震災の際、地震発生時の判断と行動が生死を大きく分けました。災害発生時にき
ちんと行動するには、正確な情報をいち早く知ることが大切です。この訓練では、携帯電話
に訓練情報を送信します。地震発生時、どのようにして情報を入手し、どのように対応する
のかについて考え、行動するきっかけを提供します。緊急メールの配信や防災行政無線など、
さまざまな情報源から災害情報を認識し、日ごろからいざという時に一人ひとりがどのよう
に行動したら良いのかを考え、身を守る行動や防災・減災を考える機会を訓練の目的として
大阪府全域で実施します。
日時　９月４日（金）午前 11 時開始
①午前 11 時　大規模地震発生
　防災行政無線の屋外スピーカーにより訓練放送「緊急地震速報」を行います。
②午前 11 時 03 分ごろ　大津波警報発表
　訓練用エリアメール、緊急速報メールが携帯電話に届きます。（大阪府全域）
　件名　訓練通報　DRILL( 大阪府 )
　本文　「大阪 880 万人訓練」の訓練通報です。実行委員会を代表して大阪府より発信して
　います。DISASTER　DRILL　11 時 03 分に大阪府沿岸全域に大津波警報が発表されま
　した。各市町村の指示に従って、身の安全を守るための適切な避難行動をとってください。
③午前 11 時 30 分ごろ　大規模火災注意警報
　訓練用エリアメール、緊急速報メールが携帯電話に届きます。（村内）
　件名　訓練通報　DRILL( 千早赤阪村 )
　本文　「大阪 880 万人訓練」の訓練通報です。千早赤阪村で発生した火災が拡大していま
　す。近くの一時避難地へ避難してください。DISASTER　DRILL　実際の災害時には、
　身の安全を確保し、適切な情報に基づき避難してください。（千早赤阪村）
※メール配信される携帯電話 NTT ドコモ（エリアメール）、au・ソフトバンク（緊急速報メー
　ル）
※マナーモードでも着信音が鳴ります。
※携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社に問い合わせください。

９月４日（金）に大阪 880万人訓練を実施します
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●実証運行期間

　９月１日（火）～ 10 月 30 日（金）の平日のみ
●運行ルート・時刻表

　村内２コース、５便（時刻表は同時配布のチラシをご覧ください）
　イ）コース　森屋⇔吉年集会所⇔吉年バス停⇔多聞橋⇔浄照寺⇔中津橋⇔千早銘木前⇔小吹八坂神社口
　　　　　　　⇔ショウブ坂⇔小吹老人憩いの家⇔ロ組集会所⇔小吹地蔵さん⇔小吹台⇔小吹バス停⇔
　　　　　　　森屋
　ロ）コース　森屋⇔桐山老人憩いの家⇔桐山広域農道口⇔二河原辺消防車庫⇔くすのきホール⇔森屋⇔
　　　　　　　川野辺四つ辻⇔オークワ⇔森屋
●利用料金

　１路線１回あたり１００円（小学生未満無料）

〈問い合わせ〉まちづくり課

　村では、平成 26 年度に地域公共交通協議会を設け、
公共交通の活性化と村民の皆さんにとって利便性が高
く、効率的な公共交通体系づくりを目指して、検討を重
ねてきました。
　９月から２か月間、乗用車２台による公共交通の実証
運行を実施し、実際の利用者やニーズ、問題点などを把
握、検証します。
　ぜひ実証運行を利用ください。また実証運行中や終了
後のアンケート調査へもご協力をお願いします。

９月１日から 10月 30日まで

公共交通の実証運行を実施します！！

↑このプレートが目印
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千早赤阪村役場 ……☎� 0081

小吹台連絡所   ……☎� 7600

防災行政無線テレホンガイド

　　　　　　　……☎� 1388

くすのきホール（教育委員会事務局）

・教育課 ……………☎� 1300

村立郷土資料館……☎� 1588

B ＆ G 海洋センター …☎� 7183

学校給食センター ……☎� 1112

いきいきサロン

・やまゆり …………☎� 7005

・くすのき …………☎� 1705

保健センター

・健康福祉課 ………☎� 0069

・村国保診療所  ……☎� 0038

・村社会福祉協議会  …☎� 0294

金剛山ロープウェイ

・ 千 早 駅   …………☎� 0128

村営宿泊施設

・ 香 楠 荘   …………☎� 0321

富田林市消防署

千早赤阪分署  ………☎� 1755

※各施設の休館日については

　お問い合わせください。
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任
意
加
入
に
つ
い
て

　
　

税

村
・
府
民
税
２
期
分
の
納

税
は
８
月
31
日
ま
で
に

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
し

た
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報

の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
職
員
の
端
末

に
対
す
る
外
部
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
に

た
ら
、
迷
わ
ず
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
専
用
電
話
窓
口
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
２
０
‐
８
１
８
２
１
１

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

・
警
察
相
談
専
用
電
話

☎
♯
９
１
１
０

よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
保
有
し
て
い

る
情
報
の
一
部
が
外
部
に
流
出
し
た
こ
と

が
、
５
月
28
日
に
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
現
時
点
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
個

人
情
報
は
約
１
２
５
万
件
で
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、

基
礎
年
金
番
号
を
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
対
処
を
す
る
方
針
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
情
報
流
出
を
口
実
と
し
て
日

本
年
金
機
構
の
職
員
な
ど
を
か
た
る
不
審
電

話
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
か
ら
情
報

流
出
に
関
し
て
、
電
話
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
基
礎
年
金
番
号
の
変
更
に
関
す
る
連

絡
は
、
後
日
、
文
書
を
送
り
ま
す
。

○
日
本
年
金
機
構
か
ら
情
報
流
出
に
関
し
て
、

お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

○
情
報
流
出
に
関
し
て
、

個
人
情
報
（

家
族
構

成
な
ど
）

を
確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本
年
金
機
構

の
職
員
な
ど
を
名
乗
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
40
年
間
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
65
歳
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
に
国
民
年
金
に
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
や
保
険
料
を
納
め
忘
れ

て
い
る
期
間
、
免
除
さ
れ
た
期
間
が
あ
る
た

め
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

人
や
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間

（
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
を
合
わ
せ
て
原
則
と
し
て
25
年

以
上
必
要
）を
満
た
し
て
い
な
い
人
な
ど
は
、

申
し
出
に
よ
り
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
人
が
任
意
加
入

で
き
ま
す
。

○
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人
（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を

受
け
て
い
る
人
は
除
く
）

○
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
65
歳
以
上
70
歳
未

満
の
人
（
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
期
間
を
満
た
し
て
な
い
人
）

○
60
歳
未
満
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者

○
外
国
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の

日
本
人

○
外
国
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の

日
本
人
（
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
）

　

な
お
、
外
国
に
住
ん
で
い
る
人
の
加
入
手
続

き
や
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
親
族
な
ど

の
協
力
者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
協
力
者
が
い
な
い
場
合
は



9

福 

祉 

医 

療

介　
　
　

護

平
成
27
年
度
第
1
号
介
護
保
険
料
の
第
5
期
（
8
月
分
）
の
納
期
限
は
、
8
月
31
日
（
月
）
で
す
。

口
座
振
替
は
、
8
月
25
日
（
火
）
で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
国
民
年
金
）

・
天
王
寺
年
金
事
務
所

☎
06
（
６
７
７
２
）
７
５
３
１

　

国   　

保

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　

70
歳
未
満
の
人
で
、
入
院
お
よ
び
外
来
診

療
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
医

療
機
関
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す

る
と
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
高
額
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
外
来
診
療
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
個
々
の
医
療
機

関
で
限
度
額
を
超
え
た
場
合
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

（
70
～
74
歳
の
人
も
含
む
）
が
入
院
す
る
と

き
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
る
と

と
も
に
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
も
、
有

効
期
限
が
７
月
31
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
場
合
は

再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
認
印

・
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
で
、
過

　

去
１
年
以
内
に
90
日
以
上
入
院
し
た
こ
と

　

が
あ
る
人
は
、
そ
の
領
収
書
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当

額
等
一
部
助
成
）
の
申
請
を

「
こ
こ
ろ
」
も
「
か
ら
だ
」
も

元
気
に
な
ろ
う
！

　

65
歳
以
上
の
人
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当

額
等
一
部
助
成
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
条
件

①
障
が
い
者
医
療
助
成
に
該
当
す
る
人
（
身

　

体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、
療
育

　

手
帳
重
度
な
ど
）

②
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当
す
る
難

　

病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
国
の
難

　

病
と
し
て
の
公
費
負
担
医
療
の
対
象
と
な

　

る
疾
患
を
有
す
る
人

③
精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の
治
療
を

　

受
け
て
い
る
人

④
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
助
成
に
該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
証

・
印
鑑

①
～
③
に
該
当
す
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
特
定
医
療

費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
・
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
（
精
神
通
院
）・
感
染
症
法
の

患
者
票
（
結
核
）
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

④
に
該
当
す
る
人

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
の
内
容

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
（
保
険
診
療

に
限
る
）
を
受
け
た
と
き
、
医
療
機
関
に
支

払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
福
祉
医
療
）

介
護
予
防
教
室
「
ふ
れ
あ
い
元
気
教
室
」　

　
「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
生
活
習
慣
」「
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
に

は
」
な
ど
の
言
葉
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
よ
く

見
か
け
ら
れ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
と

い
っ
て
も
ど
ん
な
も
の
が
い
い
の
か
、
今
ま

で
運
動
な
ん
か
し
た
こ
と
が
な
い
し
自
分
一

人
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
…
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

老
化
は
誰
に
で
も
訪
れ
ま
す
。
運
動
の
効
果

に
年
齢
は
関
係
な
く
、
何
歳
か
ら
で
も
、
体

力
に
自
信
が
な
い
人
ほ
ど
、
正
し
い
方
法
で

取
り
組
め
ば
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
で
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た
仲
間
と

と
も
に
介
護
予
防
の
知
識
と
運
動
方
法
を
身

に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
程　

９
月
29
日
（
火
）
～
12
月
15
日
（
火
）

　
　
　

毎
週
火
曜
日
・
全
12
回

　
　
　

※
た
だ
し
11
月
3
日
（
祝
）
の
回
は

　
　
　

11
月
2
日
（
月
）

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

　
　
　

い
な
い
人

内
容　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
実

　
　
　

技
、
お
口
の
体
操
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

※
今
ま
で
に
「
ふ
れ
あ
い
元
気
教
室
」
に
参

　

加
し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先

受
付　

８
月
14
日
（
金
）
ま
で

費
用　

無
料

※
必
要
な
人
に
は
送
迎
あ
り

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉　

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）
☎
�
０
０
６
９



村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今
日
の
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
難
民
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

８
月
５
日
（
水
）
～
10
日
（
月
）
場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー   

費
用　

無
料
〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

10

環　
　
　

境

　

福   　

祉 
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が
い
児

福
祉
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

　

現
在
、
特
別
障
が
い
者
手
当
、
障
が
い
児

福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
受
給
資

格
確
認
の
た
め
に
現
況
届
（
所
得
状
況
届
を

含
む
）
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
必
要

な
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
手
当
が
差
し
止
め

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間　

８
月
17
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

提
出
先　

健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
生
活
福
祉
課　

☎
�
１
２
１
６

　

現
在
、
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に

は
、
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、

手
当
の
支
給
が
遅
延
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
届
け
出
を
２
年
間
続
け
て
提
出
さ

れ
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
無
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　

８
月
３
日
（
月
）
～
31
日
（
月
）
の
間
に

「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い

　

る
人

　

８
月
11
日
（

火
）

～
９
月
10
日
（

木
）

の
間
に

「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
所
得
状
況
届
」
は
障
が
い
の
状
態
を
確

　

認
す
る
「
有
期
再
認
定
請
求
」
と
は
別
の

　

手
続
き
で
す
。

 

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
に
寄
与
す
る
た
め
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
18
歳
ま
で

の
児
童
を
育
て
て
い
る
母
（

父
）、

ま
た
は
母

（

父
）

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

①
父
母
が
離
婚
し
た

②
母
（
父
）
が
死
亡
し
た

③
母
（
父
）
が
政
令
で
定
め
る
重
い
障
が
い

が
あ
る

④
母
（
父
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

⑤
母
（
父
）
が
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る

⑥
母
（
父
）
が
法
令
に
よ
っ
て
1
年
以
上
拘

　

禁
さ
れ
て
い
る

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た

※
母
（
父
）・
養
育
者
ま
た
は
児
童
が
日
本

　

国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き
や
児
童
が

　

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な

　

ど
を
除
き
ま
す
。

手
当
額
（
月
額
）

全
部
支
給　

４
万
２
千
円

一
部
支
給　

９
９
１
０
円
～
４
万
１
９
９
０

円（
児
童
が
２
人
の
場
合
５
千
円
加
算
、
以
下

児
童
が
１
人
増
す
ご
と
に
３
千
円
加
算
）

※
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
所

　

得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き
は
、
手
当
の
一

　

部
ま
た
は
全
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※
手
当
額
は
毎
年
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま

　

す
。

 

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

障
が
い
児
を
育
て
て
い
る
家
庭
を
援
護

し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
育
て
て
い
る
父
か

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
育
て

て
い
る
人

※
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

　

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
や
児

　

童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど

　

を
除
き
ま
す
。

手
当
額
（
月
額
）

障
が
い
の
程
度
が
定
め
ら
れ
た
次
の
基
準
に

相
当
す
る
場
合 

１
級　

５
万
１
１
０
０
円

２
級　

３
万
４
０
３
０
円

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

　

り
、
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き
は
、

　

手
当
の
全
部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

※
手
当
額
は
毎
年
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま

　

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

　

大
阪
府
と
府
内
市
町
村
で
は
８
月
31
日

（

月
）

ま
で
を
「

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
等
対
策
月

間
」

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ
は
平
成
７
年
に
府
内
で
初
め
て
発
見
さ
れ
て

以
来
、
現
在
で
は
そ
の
生
息
域
を
府
内
全
域
に

広
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
モ
は
強
い
毒
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
突
か
れ
る
と
驚
い
て
死
ん
だ
ま

ね
を
す
る
な
ど
、
攻
撃
性
は
少
な
く
比
較
的
お

と
な
し
い
ク
モ
で
す
。
素
手
で
触
ら
な
い
限
り

か
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
見
し
た

ら
、
殺
虫
剤
な
ど
で
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
体
に
黒
く
背
に
赤
色
の
帯
状
の
模
様
が

あ
り
気
候
が
暖
か
く
な
る
と
活
動
が
活
発
に

な
り
ま
す
。

体
長　

メ
ス　

約
10
～
14
㎜　

　
　
　

オ
ス　

約
２
・
５
～
３
㎜　

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催
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生
息
場
所

・ 
排
水
溝
の
側
面
や
ふ
た
の
裏

・ 
花
壇
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
く
ぼ
み
や 

　

穴
、
プ
ラ
ン
タ
ー
と
壁
と
の
隙
間
、
う
つ

　

伏
せ
の
空
の
植
木
鉢
の
中

・ 

芝
生
や
植
木
あ
る
い
は
水
抜
き
管
の
内
部

・ 

墓
石
の
花
立
て
と
線
香
立
て
の
間
や
巻
き

　

石
な
ど
の
隙
間

・ 

自
動
販
売
機
の
裏
、
ク
ー
ラ
ー
室
外
機
の

　

裏
、
浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
カ
バ
ー
の
内
部
な

　

ど
の
人
工
的
な
熱
源
の
周
り　

も
し
か
ま
れ
た
ら

　

す
ぐ
水
で
洗
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院

で
治
療
す
る
（
か
ん
だ
ク
モ
は
殺
し
て
病
院

に
持
参
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

スマート国勢調査！
平成 27年国勢調査を実施します

●国勢調査は、平成 27 年 10 月１日（木）現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象
  です。
●平成 27 年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデー
　タを得るために実施します。
　　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活
　環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。
●今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、インターネットで回答されなかっ
　た世帯には紙の調査票を配布して調査を行います。紙の調査票は、調査員に直接提出いただく
　か、郵送でも提出いただけます。
●９月 10 日（木）から、調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますので、イン
　ターネットでの回答をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈問い合わせ〉総務課

総務省・大阪府・千早赤阪村
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夏　

休　

み

プ
ー
ル
一
般
開
放

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育
士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

 ８月の予定　（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

4 火 午前 10 時～ 11 時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

5 水 ★ 午前 10 時 30 分～ 11 時
地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

６ 木 ★ 午前 10 時～ 10 時 30 分 げんき親子体操

8 土 午後 6 時～ 8 時 石川保育園
（河南町一須賀 76） 夏祭り

18 火 午前 10 時～ 11 時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）	

20 木    午前 10 時～ 地域子育て支援センター ボディペインティング

25 火 ★ 午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分 サバーファーム
バスでおでかけ（雨天中止）
費用　一家庭につきバス代 200 円
　　　入園料・味覚狩り代は実費

27 木 午前 10 時～ 地域子育て支援センター 屋上プールあそび（雨天中止） 
持ち物　水着、タオル

今月の一押し
バスでおでかけ　　アンパンマンバスに乗って、サバーファームにぶどう狩りに出掛けます。

のびのびげんきひろば 
自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりし
て、親子でのびのびしましょう。 
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の
         火曜日）午前 10 時～ 11 時 30 分 
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
 自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。 
日時　毎週月～金曜日 
　　　午前９時～午後３時

園庭開放 　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
 ・電話相談（毎週月～金曜日） 午前９時～午後３時
 ・面接相談★

備考　★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師な
      どの都合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域      
　　　子育て支援センター ai ♡げんきだより』をご覧ください。流しそうめんなど日程が未定の行事がありま
　　　す。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎� 7868

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
か
ら
次
の
と

お
り
一
般
開
放
を
し
ま
す
。

期
間　

８
月
1
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

午
前
の
部　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
45
分

午
後
の
部　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

※
休
館
日
（
月
曜
日
）
は
一
般
開
放
を
し
ま

　

せ
ん
。

利
用
料
金　

大
人　

２
５
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
未
満　

無
料

備
考

・
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
見
学
の
場
合
も
利
用
料

　

が
必
要
で
す
。

・
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
の
着
用
が
必
要
で
す
。

・
幼
児
・
低
学
年
の
利
用
は
、
保
護
者
同
伴

　

で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

　

☎
�
７
１
８
３

親
子
で
楽
し
く
学
ぼ
う　

村
の
郷
土
食

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集（
保
育
つ
き
）

　

村
の
各
地
域
や
家
庭
に
は
、
地
元
で
採
れ

た
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
郷
土
料
理
や
、
行
事

の
時
に
食
べ
る
伝
統
料
理
が
た
く
さ
ん
あ
り
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ま
す
。

　

千
早
地
区
は
、
昭
和
30
年
ご
ろ
ま
で
、
凍

り
豆
腐
の
有
名
な
産
地
で
し
た
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
調
理
体
験
を
通

し
て
、
村
の
郷
土
食
で
あ
る
「
粉
豆
腐
」
を

お
い
し
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
料
理
や
、
村
に
伝

わ
る
自
慢
の
味
を
親
子
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　

８
月
21
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
1
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

村
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容　

粉
豆
腐
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
料
理

・
三
色
丼

・
卵
ス
ー
プ

・
ド
ー
ナ
ツ

定
員　

12
組
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

　
　
　

締
め
切
り
）　　

受
付　

８
月
13
日
（
木
）
ま
で

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
参
加
決
定
者
に
は
後
日
詳
し
い
案
内
を
送

　

付
し
ま
す
。

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み
の
際

　

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
（
先
着
順
で
３
人
ま

で
）。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

夏
休
み
映
画
会

『
わ
さ
お
』　
（
上
映
時
間　

１
１
６
分
）

　

わ
さ
わ
さ
し
た
白
く
長
い
毛
に
覆
わ
れ
た

大
き
な
秋
田
犬
が
遠
く
の
風
景
を
見
つ
め
て

い
る
。
疲
れ
果
て
足
取
り
も
重
い
。
そ
の
犬
が

た
ど
り
着
い
た
先
は
、１
軒
の
イ
カ
焼
き
屋
。

　

テ
レ
ビ
の
「
志
村
ど
う
ぶ
つ
園
」
に
出
て

い
る
犬
の
『
わ
さ
お
』
主
演
の
映
画
で
す
。

大
自
然
で
生
き
る
『
わ
さ
お
』
と
人
間
の
温

か
い
絆
の
物
語
で
す
！

定
員　

各
50
人

費
用　

無
料

○
く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階　

第
１
会
議
室

日
時　

８
月
４
日
（
火
）
午
後
１
時
～

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

日
時　

８
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時
～

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
は
、
駐
車
場
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課 

☎
�
１
３
０
０

ち
は
や
あ
か
さ
か
食
育
通
信

食
事
で
病
気
予
防

で
き
る
ん
か
い
!?

　

最
近
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
雑
誌
な
ど
で
「
血

糖
値
が
高
め
（
高
血
糖
）
の
人
は
…
」
と
い
う

言
葉
や
文
字
を
よ
く
見
か
け
ま
せ
ん
か
。

　　

血
液
中
に
ブ
ド
ウ
糖
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

口
か
ら
入
っ
た
食
べ
物
は
、
消
化
さ
れ
て
ブ

ド
ウ
糖
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
体
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
、
血
液
の
流
れ
に
乗
っ

て
、
体
の
細
胞
に
運
ば
れ
、
筋
肉
や
臓
器
で
使

わ
れ
ま
す
。

　

食
後
、
血
糖
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
、
調
節

す
る
ホ
ル
モ
ン
が
イ
ン
ス
リ
ン
で
す
。
イ
ン
ス

リ
ン
の
不
足
や
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪
く

な
る
こ
と
で
、
ブ
ド
ウ
糖
が
細
胞
に
取
り
込
ま

れ
な
く
な
っ
て
、
血
液
中
に
ブ
ド
ウ
糖
が
あ
ふ

れ
た
状
態
が
高
血
糖
で
す
。
こ
の
状
態
が
長
く

続
く
と
糖
尿
病
で
す
。

　

血
管
が
傷
つ
く
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
合
併

症
が
出
て
き
ま
す
。
糖
尿
病
性
網
膜
症
、
糖
尿

病
性
腎
症
、
糖
尿
病
性
神
経
障
害
、
脳
出
血
、

脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
な
ど
で
す
。
初

期
に
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
放
っ
て
お
く
と
、

日
常
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
　

食
事
の
基
本
は
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
抑

え
、
血
糖
の
上
昇
を
抑
え
て
く
れ
る
食
品
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
で
す
。

①
朝
、
昼
、
夕
食
の
量
を
均
等
に
し
て
規
則
正

し
く
し
ま
し
ょ
う

　

食
事
を
抜
い
た
り
、
ま
と
め
て
食
べ
た
り
す

る
と
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
パ
タ
ー
ン
が
乱
れ
た

り
、
膵
臓
の
負
担
が
増
え
ま
す
。

②
薄
味
に
し
ま
し
ょ
う

　

濃
い
味
の
お
か
ず
は
、
ご
飯
を
た
く
さ
ん
食

べ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
素
材
の
味
を
生
か
し
、

薄
味
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
か
つ
お
・
昆
布
な

ど
の
旨
味
、
柑
橘
類
の
酸
味
、
カ
レ
ー
粉
な
ど

の
香
辛
料
、
生
姜
な
ど
の
薬
味
を
使
う
と
い
い

で
し
ょ
う
。

③
野
菜
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う

　

食
物
繊
維
を
多
く
含
む
野
菜
や
き
の
こ
類
、

海
藻
類
を
ご
飯
よ
り
先
に
食
べ
る
と
、
糖
の
吸

収
が
緩
や
か
に
な
り
、
血
糖
の
急
激
な
上
昇
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

　

一
口
30
回
か
む
つ
も
り
で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ

ま
し
ょ
う
。
脳
の
満
腹
中
枢
を
刺
激
し
て
、
食

べ
過
ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。

⑤
調
理
の
工
夫
で
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
ま

し
ょ
う

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
に
は
、「
揚
げ
る
」
よ

り
も
、「
生
食
」「
焼
く
」「
茹
で
る
」「
煮
る
」「
蒸

す
」
と
い
っ
た
調
理
法
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

食
生
活
を
見
直
し
、
工
夫
す
る
こ
と
で
、
糖

尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課

　

管
理
栄
養
士
）

血
糖
値
と
は

糖
尿
病
と
は

糖
尿
病
が
進
行
す
る
と

糖
尿
病
を
防
ぐ
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
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平成 27 年度からがん検診は全て無料で受けられます	

　2 人に 1 人はがんにかかると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。 
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早めに保健センターに申し込みください。

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎� 0069（直通）・ � 0081（代表）　

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数

　　※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。						    
　　※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります（両方受ける事はできません）。			 
　　※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は奇数年生まれでも受診できます。		
　　※各検診の詳しい内容については下記の表をご覧ください。							    

●個別検診　【検診実施期間：いずれも平成 28 年 3 月 11 日（金）まで】	

検診の種類 対　象　者 実施方法 受診できる回数
集団 個別

胃 が ん 検 診       受診日現在 40 歳以上の人 ● × 年度に 1 回
大 腸 が ん 検 診   受診日現在 40 歳以上の人 ● ● 年度に 1 回
肺 が ん 検 診  受診日現在 40 歳以上の人 ● × 年度に 1 回
乳 が ん 検 診  受診日現在、40 歳以上の和暦で偶数年生まれの人 ● ● 2 年（年度）に 1 回
子 宮 頸 が ん 検 診  受診日現在、20 歳以上の和暦で偶数年生まれの人 ● ● 2 年（年度）に 1 回

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の 3 か所
内 　   容 問診・便潜血検査

乳 が ん 
個 別 検 診 

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの 2 か所
内 　   容 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査（40 歳代は 2 方向、50 歳以上は 1 方向撮影）

子 宮 頸 が ん 
個 別 検 診 実施医療機関

富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科・たけい産婦人科・山村医院の 6 か所

内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

胃 が ん ・ 

大 腸 が ん・ 

肺 が ん ・ 

結 核 検 診

検 診 日 ９月 10 日（木）・10 月２日（金）・10 月 25 日（日）の午前 
当 日 受 付 時 間 午前８時 30 分～ 11 時
定  　  員 各 50 人

内   　 容〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査
〈肺がん・結核〉受診票確認・胸部Ｘ線直接撮影　( 喀痰検査は必要者のみ実施）

※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳 が ん 検 診

検  診  日 11 月 11 日（水）・平成 28 年３月１日（火） の午前

当 日 受 付 時 間〈40 歳代〉午前９時 30 分　　〈50 歳以上〉午前 10 時・10 時 30 分・11 時
※受付時間ごとの時間帯予約制です。

定 　   員〈40 歳代〉各７人　　〈50 歳以上〉各 22 人
内 容 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査（40 歳代は２方向、50 歳以上は１方向撮影）
※次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　・授乳中の人
　・心臓ペースメーカーを装着している人　・豊胸術をしている人

子宮頸がん検診

検  診  日 11 月 11 日（水）・平成 28 年３月１日（火） の午後
当 日 受 付 時 間 午後１時 30 分～３時
定 　   員 各 55 人
内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

乳 が ん ・ 

子 宮 頸 が ん 

セ ッ ト 検 診

検  診  日 11 月 11 日（水）・平成 28 年３月１日（火）の午後

当 日 受 付 時 間〈40 歳代〉午後０時 45 分　　〈50 歳以上〉午後１時 15 分・１時 45 分・２時 15 分
※受付時間ごとの時間帯予約制です。

定 　 　 員〈40 歳代〉各６人　　〈50 歳以上〉各 22 人
内 　 容 集団の「乳がん検診」「子宮頸がん検診」と同じ

●集団検診（実施場所：保健センター）※定員になり次第締め切ります。		

集団・個別のいずれの検診も、電話または窓口にて事前に保健センターへの申し込みが必要です。	  
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約 2 週間前に予約票など詳しい案内を送付します。		
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。

●申し込み方法

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
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健　
　
　

康

国
保
診
療
所
休
診

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

国
保
診
療
所
・
国
保
千
早
診
療
所
は
、
８

月
13
日
（
木
）・
14
日
（
金
）
休
診
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

国
保
診
療
所　

☎
�
０
０
３
８

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
が
無
料

に
な
り
ま
し
た

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が

無
料
に
な
り
ま
し
た

日
時　

８
月
27
日
（
木
）・
28
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

　
　
　
（
時
間
予
約
制
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
45
・
50
・
55
・

　
　
　

60
・
65
・
70
歳
の
女
性

内
容　

超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定
・
結
果

　
　
　

説
明
と
栄
養
相
談
・
保
健
相
談

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次

　
　
　

第
締
め
切
り
ま
す
）

※
予
約
を
し
た
人
に
は
検
診
日
の
約
２
週
間

　

前
に
予
約
票
と
詳
し
い
案
内
を
送
り
ま
す
。

受
診
料　

無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up
（
ア
ッ
プ
）
す

る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る
食
事
や
運

動
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術
」〈
運

動
実
技
〉

日
時　

９
月
15
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
調
理
実
習
〉

・
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ

・
野
菜
の
マ
リ
ネ

・
里
芋
団
子

日
時　

９
月
30
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先
着
順
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以
降
の
人

　
　
　

は
１
５
０
円
）

※
調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０
０
円
が

　

必
要
で
す
。

※
テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

　

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）　

健
診
実
施
期
間

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
50
・
60
・
70

　
　
　

歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

申
込
期
間

平
成
28
年
３
月
18
日
（
金
）
ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く

く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が

ん
へ
と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

・
村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

・
村
国
保
千
早
診
療
所

・
や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
　
　

る
人

①
平
成
27
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②
平
成
27
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

　

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③
平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
な
ど
に
お
い
て

　

肝
機
能
検
査
に
異
常
が
あ
る
人

内
容　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　
　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

申
込
期
間

平
成
28
年
３
月
18
日
（
金
）
ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど
を

送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
１
日
現
在
40

歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個
別
郵
送
し
た
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・
受
診
券
・
問
診
票
を
お

持
ち
の
人
は
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）　

「
今
か
ら
始
め
る
！
健
康
力
up
術
」

参
加
者
募
集
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人　
　

   

権

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

作
品
の
募
集

人
権
コ
ラ
ム
「
き
ず
な
」
�

児
童
虐
待
問
題
を
考
え
る
︵
続
︶　

島　

善
信

　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　

筆
者
は
前
回
、
児
童
虐
待
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
児
童
虐
待
事
案
の
相

談
対
応
件
数
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
残
念
な
が
ら
大
阪
は
全
国
的
に
た
い
へ
ん

厳
し
い
実
態
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
そ
の
背
景

と
と
も
に
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
虐
待

死
事
案
な
ど
深
刻
な
事
例
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
学
齢
期
に
あ
る
児
童
の
虐

待
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
あ
る
小
学
校
で

の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

朝
、
学
級
担
任
が
教
室
に
行
っ
て
み
る
と
、

片
方
の
頬
に
青
黒
い
ア
ザ
が
あ
り
、
首
に
も
ミ

ミ
ズ
腫
れ
の
跡
の
あ
る
男
子
児
童
に
気
が
つ
き
、

そ
の
事
実
を
た
だ
ち
に
校
長
先
生
に
報
告
し
ま

し
た
。
養
護
教
諭
（
保
健
の
先
生
）
が
改
め
て

診
た
報
告
に
よ
る
と
、
別
の
数
か
所
に
も
ア
ザ

の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
校
長
先
生
は
、

緊
急
の
校
内
対
策
会
議
を
開
き
身
体
的
虐
待
で

あ
る
疑
い
が
強
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
と
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
、
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
に
直
接
事
実
を
伝
え
（
通
告
と
い
い

ま
す
）、
そ
の
日
の
内
に
、
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
と
の
協
議
（
ケ
ー
ス
会
議
）
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

が
直
接
動
く
の
で
は
な
く
、
学
校
が
家
庭
訪
問

を
通
じ
て
保
護
者
に
対
応
す
る
こ
と
、
気
持
ち

を
て
い
ね
い
に
聞
き
取
り
な
が
ら
虐
待
に
つ
い

て
説
明
す
る
こ
と
、
そ
の
後
連
携
し
て
見
守
り

活
動
を
続
け
る
こ
と
な
ど
を
合
意
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
校
は
継
続
し
て
家
庭
訪
問
を
行
い

保
護
者
と
の
話
し
合
い
を
続
け
て
お
り
、
当
該

の
子
ど
も
は
安
定
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

学
齢
期
に
あ
る
子
ど
も
の
場
合
、
学
校
に
よ

る
発
見
、
迅
速
で
適
切
な
対
応
、
学
校
と
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
緊
密
な
連
携
が
あ

れ
ば
、
事
態
の
そ
れ
以
上
の
悪
化
を
防
ぎ
、
被

害
児
童
に
対
し
効
果
的
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
日
頃
か
ら
の
子
ど
も
本

人
や
家
庭
と
の
関
係
づ
く
り
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
り
、
対
応

が
後
手
に
回
っ
た
り
し
て
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
深
刻
な
事
態
を
招
く
事
例
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
が
、
そ
し
て
学

校
と
し
て
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
力
を
高
め
る

こ
と
は
緊
急
の
最
重
点
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

地
域
住
民
の
立
場
か
ら
は
、
学
齢
期
か
乳
幼

児
期
か
を
問
わ
ず
児
童
虐
待
に
対
し
て
、
関
心

を
持
つ
こ
と
、「
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ

ろ
う
」
と
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
さ
さ
や
か

で
も
行
動
に
移
す
人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
は
、

さ
ら
に
大
き
な
課
題
で
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ン
セ
ン
病
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
と
と
も
に
、
差

別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
そ
の
家
族
の
た
め
の

相
談
・
支
援
窓
口

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
06
（
７
５
０
６
）
９
４
２
４

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し
て
相
談
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
っ
て
起
こ

る
感
染
症
で
す
が
、
感
染
す
る
こ
と
は
極
め

て
ま
れ
な
病
気
で
す
。
ま
た
、
治
療
を
す
る

こ
と
に
よ
り
障
が
い
を
残
す
こ
と
な
く
治

り
、
隔
離
を
必
要
と
し
な
い
病
気
で
す
。

　

し
か
し
国
に
よ
る
誤
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
の
隔
離
政
策
が
明
治
40
年
か
ら
平
成
８
年

ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
を
顧

み
ず
、
自
分
た
ち
の
地
域
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
を
強
制
的
に
療
養
所
へ
送
り
込
む
、
い

わ
ゆ
る
「
無
ら
い
県
運
動
」
が
行
わ
れ
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
や
そ
の
家
族
に
大
き
な
苦
痛

と
苦
難
を
強
い
て
き
た
の
で
す
。　

　

こ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
認
識
が
社

会
の
す
み
ず
み
ま
で
植
え
つ
け
ら
れ
、
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
の
中
に
は
現
在
も
な
お
、
家

族
や
親
族
に
被
害
が
及
ぶ
の
を
恐
れ
、
そ
の

関
係
を
絶
っ
た
り
、
病
歴
を
隠
し
て
生
活
を

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
や
名
誉
を
回
復
す
る
た

め
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成
21
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　

村
と
村
人
権
協
会
で
は
、
人
権
に
つ
い
て

身
近
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
啓
発

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
村
内
在
住
者

募
集
期
間　

８
月
３
日
（
月
）
～
９
月
25
日

（
金
）

応
募
方
法　

１
人
そ
れ
ぞ
れ
１
点
と
し
、
応

募
者
が
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
用
し
た
作
品
は

審
査
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

応
募
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
（
小
中
学
生
は
学
年
、
組
、
氏
名
）
を
作

品
裏
面
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
作
品
に
添
付
い
た
だ
い
た
個

人
情
報
は
、
作
品
展
示
活
動
、
人
権
啓
発
カ

レ
ン
ダ
ー
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
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就 
労 
支 

援

ホ
ン
キ
の
就
職

「
若
者
の
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

ま
た
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

就
労
を
め
ざ
す
若
者
の
た
め
の
相
談
会

　
「
南
河
内
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

（
厚
生
労
働
省
認
定
事
業
）
は
15
～
39
歳
の

若
者
の
就
労
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
複
数

用
意
し
て
い
ま
す
。

場
所　

南
河
内
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン                     

　
　
　
（
富
田
林
市
常
盤
町
３
‐
17
リ
ベ
ル

　
　
　

テ
タ
ナ
カ
５
０
１
号
）

○
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

毎
月
木
曜
日　

午
後
２
時
～
３
時

①
自
己
を
知
ろ
う

②
職
業
興
味
を
考
え
る

③
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

④
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

そ
の
他
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
訓
練
な

ど
も
行
い
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

ワ
ー
ド　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

エ
ク
セ
ル　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

南
河
内
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
�
９
４
４
１

　
「
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
」「
や
り
た
い

仕
事
が
わ
か
ら
な
い
」「
求
人
応
募
に
踏
み

出
せ
な
い
」
な
ど
就
職
活
動
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
人
を
対
象
に
、
不
安
を
取
り
除
き
、

応
募
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
く
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

日
時　

９
月
４
日
（
金
）・
８
日
（
火
）・
11

         

日
（
金
）・
15
日
（
火
）

         

午
後
１
時
～
４
時

        

（
初
回
は
開
始
15
分
前
に
集
合
）

場
所　

河
内
長
野
市
役
所
６
０
１
会
議
室

内
容　

自
己
紹
介
・
自
己
理
解
な
ど
を
グ
ル

　
　
　

ー
プ
ワ
ー
ク
で
行
い
ま
す
。
就
職
活

　
　
　

動
を
進
め
て
い
る
人
々
と
仲
間
を
作

　
　
　

り
、
就
職
活
動
の
励
み
に
し
て
い
き

　
　
　

ま
し
ょ
う
。

※
（
株
）
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　

か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
受
け
て
い
ま

　

す
。

主
催　

南
河
内
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

　
　
　

ン

共
催　

河
内
長
野
市
・
大
阪
狭
山
市
・
千
早

　
　
　

赤
阪
村

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉　

南
河
内
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
�
９
４
４
１

　富田林南ロータリークラブより、
くすのきホール図書室に図書カード

（３万円）を寄附していただきまし
た。書籍購入に活用させていただき
ます。
　図書室に富田林南ロータリークラ

図書カードの寄附をいただきました

ブ文庫コーナーを作っていますので、利用ください。
〈問い合わせ〉教育課　☎�１３００

◆
一
般
書

リ
バ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　
（
湊
か
な
え
）

あ
な
た
が
消
え
た
夜
に　
　
（
中
村
文
則
）

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル　
　
　
　
（
馳
星
周
）

ス
マ
イ
ル
メ
イ
カ
ー　
　
　
　
（
横
関
大
）

戦
場
の
聖
歌　
　
　
　
　
　
（
森
村
誠
一
）

女
帝
の
い
た
時
代　
　
　
（
つ
げ
の
り
子
）

大
津
皇
子　
　
　
　
　
　
　
（
町
田
俊
子
）

岳
飛
伝
13　
　
　
　
　
　
　
（
北
方
謙
三
）

闇
に
咲
く　
　
　
　
　
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

マ
イ
ン
ド　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
野
敏
）

蒼
天
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

命
の
響　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舘
野
泉
）

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
柳
徹
子
）

破
落
戸　
　
　
　
　
　
　
　
（
諸
田
玲
子
）

Ｂ
勘
あ
り
！　
　
　
　
　
　
（
飯
田
真
弓
）

勁
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
川
博
行
）

モ
ン
ロ
ー
が
死
ん
だ
日　
（
小
池
真
理
子
）

朝
が
来
る　
　
　
　
　
　
　
（
辻
村
深
月
）

ま
っ
た
な
し　
　
　
　
　
　
　
（
畠
中
恵
）

◆
児
童
書

な
に
か
ら
で
き
て
い
る
で
し
ょ
ー
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
森
裕
子
）

か
し
の
木
の
子
も
り
う
た   

（
細
谷
亮
太
）

ぼ
く
か
ら
み
る
と　
　
　
（
高
木
仁
三
郎
）

希
望
の
牧
場　
　
　
　
　
　
　
（
森
絵
都
）

【
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
】

　

峠
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

　

明
日
の
子
供
た
ち　
　
　
（
有
川
浩
）

　

仮
面
病
棟　
　
　
　
　
（
知
念
実
希
人
）　

　

さ
い
ご
の
毛
布　
　
　
　
（
近
藤
史
恵
）　

　

サ
ラ
バ
！
上
・
下　
　
　
（
西
加
奈
子
）

今
月
の
新
刊
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村指定文化財第２号指定記念講座開講

回 講座日時 テーマ 講　　師

1 9 月 11 日（金）
午後２時～４時 建水分神社の木造獅子・狛犬

大阪大谷大学非常勤講師
吉原 忠雄 氏

（文化財調査員）

2 9 月 18 日（金）
午後２時～４時 建水分神社の歴史と狛犬たち 建水分神社　禰宜

岡山 博美 氏

3 9 月 25 日（金）
午後２時～４時

建水分神社の木造狛犬群を考
える

吉原 忠雄 氏
岡山 博美 氏

村文化財担当職員

　今月、建水分神社所有で現在は村立郷土資料館が保管
している建水分神社の木造狛犬群が、教育委員会や村文
化財保護審議会などを経て、第２号の村指定文化財とな
ります。
　この狛犬群はすべて獅子（向かって右）・狛犬（同左）
の組み合わせで、獅子は開口、狛犬（頭頂に角痕がある）
は閉口して、拝者の方を向く姿勢をとります。像の高さ
は約 40 センチのものが１対、その他３対が約 60 センチ
で、美術史の観点から、楠木正成公が活躍した南北朝時
代前後の作と推定されています。
　村ではこれからも、村の貴重な文化財を後世まで伝えていくために、また、それらを活用して地域の活性化に
つながるよう、保護活動を行っていきたいと考えています。
　なお、これを記念して、９月 11 日（金）から記念講座を開講します。
　また、村立郷土資料館にて、９月１日（火）から速報展「村指定文化財第２号　建水分神社の木造狛犬群」を
開催予定です（詳しくは９月号広報に掲載します）。

■村民大学歴史講座　特別編■

村の歴史を考えるⅠ「建水分神社の木造狛犬群」（全３回）

場所　くすのきホール
定員　50 人（先着順）
費用　１回４００円
受付　８月３日（月）～（先着順）
※土曜日・日曜日・祝日を除く、　
　午前９時～午後５時
備考　村外の人でも受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉

　教育課　☎�１３００
※くすのきホール窓口でも直接申し
　込むことができます。

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があり
　ます。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前にご連絡させ
　ていただきます。

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

定
員　

50
人

費
用　

１
回
４
０
０
円

受
付　

随
時　

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
　
　

を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

備
考　

途
中
か
ら
の
参
加
可
能
。
村
外
の
人

　
　
　

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※
く
す
の
き
ホ
ー
ル
窓
口
で
も
直
接
申
し
込

　

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回 講座日時 テーマ 講　　師

４ 8 月 7 日（金）
午後２時～４時

世界遺産からみた
百舌鳥・古市古墳群

大阪府百舌鳥・古市古墳群
世界遺産登録推進室

福田 英人 氏

５ 10月14日（水）
午後２時～４時

観心寺と石川郡
―古代から中世の

千早赤阪村―

河内長野市
教育委員会

尾谷 雅彦 氏

６ 11 月 18 日（水）
午後２時～４時

文化財観光論
～文化財の楽しみ方～

阪南大学准教授
和泉 大樹 氏

７ 12 月 16 日（水）
午後２時～４時 古墳時代の枕について 近つ飛鳥博物館学芸員

永山 はるか 氏

８
平成 28 年
1 月 20 日（水）
午後２時～４時

弥生の終わり、古墳の始まり
～放射性炭素年代測定の

諸問題～
村文化財担当職員

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前にご連絡させていた
　だきます。

平
成
27
年
度
村
民
大
学

歴
史
講
座
、
今
後
の
開
講
予
定
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そ
の
他
の　お

知
ら
せ

相　
　
　

談

消
費
生
活
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
�

ブ
ラ
ン
ド
品
を
ネ
ッ
ト
で
買
お
う
と
し
た
ら

…
　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
サ
イ

ト
で
、
人
気
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
最
新
モ
デ
ル

が
格
安
販
売
さ
れ
て
お
り
、
指
定
さ
れ
た
口
座

に
代
金
を
振
り
込
み
ま
し
た
が
、
商
品
が
届
き

ま
せ
ん
。
連
絡
先
の
電
話
は
つ
な
が
ら
ず
、
販

売
サ
イ
ト
も
い
つ
の
間
に
か
消
滅
し
て
い
ま
し

た
。
だ
ま
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

支
払
方
法
が
前
払
い
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
の
場
合
、
常
に
こ
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
販
売
店
の
信
用
性
を
確
か
め
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に
。
振
り
込
ん
だ
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
は
難
し
く
、
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
場
合
は

警
察
へ
の
相
談
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
関
し
て
多
い
ト

ラ
ブ
ル
が
こ
の
ケ
ー
ス
で
す
。
注
意
す
べ
き

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
く
見
ら
れ
る
傾
向
、
寄
せ
ら

れ
る
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

①
ド
メ
イ
ン
名
や
U
R
L
に
、
扱
っ
て
い
る

　

有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
る
。

②
人
気
モ
デ
ル
や
最
新
モ
デ
ル
で
あ
っ
て

  

も
、
豊
富
な
在
庫
が
あ
る
よ
う
に
表
示
さ

　

れ
て
い
る
。

③
価
格
は
格
安
で
は
あ
る
も
の
の
、
不
安
を

　

感
じ
る
ほ
ど
の
安
さ
で
は
な
い
。

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
対
応
と
表
示
し
て
い
る

　

の
に
、
購
入
手
続
時
に
は
、
銀
行
振
込
し

　

か
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

⑤
販
売
担
当
者
名
や
店
名
・
運
営
会
社
名
と
、

　

代
金
振
込
先
の
口
座
名
義
が
一
致
し
て
い

　

な
い
。

⑥
説
明
や
売
り
文
句
の
日
本
語
表
記
に
、
な

　

ん
と
な
く
不
自
然
さ
が
あ
る
。

⑦
所
在
地
や
電
話
番
号
の
記
載
は
あ
る
が
、

　

電
話
に
出
な
い
、
つ
な
が
ら
な
い
。

⑧
「
注
文
品
が
売
り
切
れ
」
だ
と
し
て
、
型

　

落
ち
品
や
代
替
品
を
薦
め
ら
れ
た
り
届
い

　

た
り
す
る
。

⑨
連
絡
先
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
フ
リ
ー

　

メ
ー
ル
な
ど
、
安
易
に
用
意
で
き
る
も
の

　

で
あ
る
。

な
ど
で
、実
際
に
代
金
を
支
払
っ
た
も
の
の
、

目
当
て
の
商
品
は
購
入
で
き
ず
、
お
金
も
戻

ら
な
い
展
開
に
な
り
が
ち
で
す
。い
っ
た
ん
、

お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取
り
戻
す
こ

と
は
困
難
で
す
。
品
ぞ
ろ
え
や
価
格
だ
け
で

判
断
し
な
い
で
、
安
心
し
て
買
え
る
お
店
か

し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

（（
独
）
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
�
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）　

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・
障

が
い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心
の
ふ

れ
あ
い
の
体
験
を
綴
っ
た
作
文
や
、
障
が
い

者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
状
な
ど
を
贈

呈
し
ま
す
。

○
作
文　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
縦
書

　
　
　
　

き
）
で
、小
・
中
学
生
は
２
～
４
枚
、

　
　
　
　

高
校
生
・
一
般
は
４
～
６
枚

○
ポ
ス
タ
ー　

小
・
中
学
生
の
み
。

      　
　
　
　

B3
画
用
紙
ま
た
は
四
つ
切
り

　
　
　
　

      

サ
イ
ズ
画
用
紙（
縦
長
の
み
）

募
集
期
間　

９
月
２
日
（
水
）
ま
で

応
募
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参
（
土
・
日
・

　
　
　
　
　

祝
除
く
）

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
４
０
‐
８
５
７
０

　

大
阪
府
福
祉
部
障
が
い
福
祉
室
障
が
い
福

　

祉
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

　

☎
06
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１
（
内
線　

　

２
４
６
４
）

シ
ー
サ
ー
を
つ
く
ろ
う

　

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
サ
ー
を

一
対
作
り
ま
せ
ん
か
？
陶
芸
が
初
め
て
の
人

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

ラ
・

　
　
　
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階（
東
阪
１
２
３
８

−

５
）

定
員　

15
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

費
用　

２
８
０
０
円
（
お
茶
付
）

講
師　

酒
向　

克
典　

氏 

受
付　

８
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
～

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

   http://w
w

w
.sinrin.org/foresta/
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社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

南
河
内
環
境
事
業
組
合
職
員
募
集

寄
付

  

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
西
岡　

武
夫
（
小
吹
１
０
９
８
）

　

５
万
円

　

亡
妻　

い
そ
み
氏
の
供
養
と
し
て

◎
栢
木　

茂
晃
（
小
吹
７
１
４
‐
甲
）

　

５
万
円

　

亡
母　

馨
子
氏
の
供
養
と
し
て

◎
尾
谷　

行
雄
（
小
吹
７
７
６
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
母　

寅
江
氏
の
供
養
と
し
て

　

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医

療
、
血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広
い

事
業
に
活
用
さ
れ
る
赤
十
字
募
金
に
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
総
額　

78
万
４
４
３
９
円　

　

愛
の
献
血
（
７
月
15
日
）
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
数　

41
人

今
後
と
も
地
域
献
血
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
活
動

な
ど
の
内
容
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
社
協
事
業
冊
子
の

作
成
を
し
ま
す
。

　

冊
子
作
成
に
あ
た
り
広
告
ペ
ー
ジ
を
設

け
、
村
内
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、
協
賛
広

告
の
募
集
を
し
ま
す
。

　

募
集
枠
は
、20
業
者
程
度
（
先
着
順
）
で
、

枠
サ
イ
ズ
は
、
約
３
cm
×
６
cm
の
横
長
で

す
。

　

申
し
込
み
は
、
協
賛
金
（
一
枠
）
５
千
円

と
広
告
用
イ
ラ
ス
ト
ま
た
は
名
刺
を
持
参
の

上
、
８
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
村
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
協
で
は
、
地
区
福
祉
委
員
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
参
加
し
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
福
祉
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
今
後

の
福
祉
活
動
の
後
継
者
育
成
に
つ
な
げ
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
福
祉
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ブ
ー
ス
、
木
工

作
教
室
、
福
祉
委
員
会
パ
ネ
ル
展
、
認
知
症

講
座
、
中
学
校
の
吹
奏
楽
演
奏
な
ど

　

社
協
主
催
に
よ
る
「
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」
を

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
９
月
１
日
（
火
）
は
、
講
師
の
都
合
に

よ
り
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

○
技
術
職
上
級
（
電
気
ま
た
は
機
械
）

募
集
人
数　

１
人
程
度

受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
に
お
い
て

電
気
ま
た
は
機
械
課
程
を
履
修
し
卒
業
し
た

人
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人

○
技
術
職
初
級
（
電
気
ま
た
は
機
械
）

募
集
人
数　

２
人
程
度

受
験
資
格

　

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
高
等
（
専
門
）
学
校
に
お
い
て
電
気
ま

た
は
機
械
課
程
を
履
修
し
卒
業
し
た
人
ま
た

は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
（
技
術
職
上
級
受
験
資
格
者
は
除
く
）

第
１
次
試
験
日
（
教
養
試
験
・
専
門
試
験
）

９
月
20
日
（
日
）

申
込
書
の
交
付
期
間

８
月
４
日
（
火
）
～
９
月
７
日
（
月
）

（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。）

受
付
期
間

８
月
17
日
（
月
）
～
９
月
７
日
（
月
）
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
９
月
２
日（
水
）消
印
有
効
）

※
申
込
書
の
交
付
、
受
け
付
け
、
問
い
合
わ

　

せ
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

　

５
時
30
分

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
４
‐
０
０
５
４

   

富
田
林
市
大
字
甘
南
備
２
３
４
５
番
地

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
総
務
企
画
課

　

☎
�
６
５
８
４

　

http://w
w

w
.m

inam
ikaw

achi-

　

kankyo.or.jp/

大
阪
税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通

貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
心

当
た
り
の
あ
る
人
は
税
関
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
で
も
問

い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
が
で
き
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

　

た
人
が
、
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局

赤
十
字
募
金

献
血

社
会
福
祉
協
議
会
冊
子
協
賛
広
告

の
募
集

『
福
祉
の
つ
ど
い
』
を
開
催

生
き
が
い
づ
く
り
事
業
「
カ
ラ
オ

ケ
教
室
」
お
休
み
の
お
知
ら
せ



21

ひ
き
こ
も
り
学
習
会

　

に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど

○
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自
治
会
な
ど

　

に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ

　

の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
税
関　

監
視
部
取
締

総
括
部
門　

☎
06
（
６
５
７
６
）
３
１
１
５

　

http://w
w

w
.custom

s.go.jp/osaka/

金
融
・
経
済
講
演
会

日
時　

９
月
７
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

大
阪
銀
行
協
会
７
階
大
会
議
室

　
　
　
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
３
‐
３
‐
５
）

演
題　
「
爆
笑
！
お
も
ろ
い
人
生
の
ス
ス
メ

　
　
　

～
カ
ネ
は
天
下
の
回
り
も
の
？
～
」

講
師　

生
活
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
フ
ァ

　
　
　

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー（CFP®

）

　
　
　

い
ち
の
せ　

か
つ
み　

氏

定
員　

２
０
０
人

費
用　

無
料

申
込
方
法　

①
９
月
７
日
②
郵
便
番
号
③
住

所
④
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番

号
⑦
こ
の
講
演
会
を
何
で
知
っ
た
か
を
明
記

の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
大
阪
府
金
融
広

　

報
委
員
会
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
ま
す

　
（
当
講
演
会
入
場
券
の
作
成
・
発
送
、
照

　

会
対
応
に
利
用
し
ま
す
）。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
金
融
広
報
委
員
会
事
務
局

　

〒
５
３
０
‐
８
６
６
０　

大
阪
市
北
区
中

　

之
島
２
‐
１
‐
45
日
本
銀
行
大
阪
支
店
内

　

☎
06
（
６
２
０
６
）
７
７
４
８

　

ＦＡＸ
06
（
６
２
３
３
）
６
０
８
０

放
送
大
学　

10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
・
情
報
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん

で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回　

８
月
31
日
（
月
）
ま
で

第
２
回　

９
月
20
日
（
日
）
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
06
（
６
７
７
３
）
６
３
２
８

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp/　

風
し
ん
抗
体
検
査
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す

　

富
田
林
保
健
所
で
は
、
８
月
を
風
し
ん
対

策
取
り
組
み
強
化
月
間
と
し
、
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
予
防
の
た
め
、
風
し
ん
抗
体
検

査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程　

８
月
４
日
（
火
）・
11
日
（
火
）・
18

　
　
　

日
（
火
）（
予
約
制
）

対
象　

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
②
妊
娠
を

　
　
　

希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
③
妊
娠
し

　
　
　

て
い
る
女
性
の
配
偶
者
で
、
予
防
接

　
　
　

種
を
受
け
て
い
る
か
不
明
な
人
ま
た

　
　
　

は
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
確
実

　
　
　

で
な
い
人

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
保
健
所
地
域
保
健
課

   

☎
�
２
６
８
４

   

２
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

場
所　

富
田
林
保
健
所
２
階
講
堂

　
　
　
（
富
田
林
市
寿
町
３
丁
目
１
‐
35
）

対
象　

千
早
赤
阪
村
・
富
田
林
市
・
河
内
長
野

　
　
　

 

市
・
大
阪
狭
山
市
・
河
南
町
・
太
子
町
に

　
　
　

 

在
住
の
人
、
在
勤
の
関
係
機
関
職
員

定
員　

各
回
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
10
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

　
　
　
　
　

で

※
駐
車
場
の
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ

　

さ
い
。

○
第
１
回

「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
関
わ
り
か
た
」

日
時　

８
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
～
４
時

講
師　

漆
葉　

成
彦　

氏
（
精
神
科
医
・
佛

　
　
　

教
大
学
保
健
医
療
技
術
学
部
教
授
）

○
第
２
回

「
ひ
き
こ
も
り
か
ら
自
立
に
向
け
て

　

～
当
事
者
支
援
の
立
場
か
ら
家
族
に
伝
え

た
い
こ
と
」

日
時　

９
月
２
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

講
師　

石
田　

貴
裕　

氏
（
淡
路
／
南
河
内

　
　
　

プ
ラ
ッ
ツ　

事
業
統
括
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
保
健
所
地
域
保
健
課
精
神
保
健
福

　

祉
チ
ー
ム

　

☎︎
�
２
６
８
４
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
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100 歳おめでとう
ございます

　７月６日に１００歳の誕生日を迎えられた
平井美知枝さんを松本村長が訪問し、ご長寿
のお祝いを贈呈しました。
　平井さんは、元気な笑顔で村長の訪問を喜
んでおられました。

　６月 12 日、大阪歴史博物館で大阪府青少年
指導員連絡協議会の授賞式が行われました。
　青少年の健全育成の功績により、村青少年
指導員連絡協議会の仲谷和彦さんに大阪府青
少年指導員連絡協議会会長表彰が贈られまし
た。　

功 労 者 に 感 謝 状

表彰おめでとうございます
大阪府青少年指導員連絡協議会会長表彰

防犯協議会総会

　　６月 23 日、富田林市市民会館で平成 27 年度富田林警察署管内防犯協議会総会が開催されました。
　　総会では、長年にわたり地域防犯活動に努められた地区、個人に感謝状が贈呈されました。
　地区の部　千早支部　第１地区
　個人の部　小吹　尾谷　行雄　さん

▲千早支部　第一地区 ▲尾谷　行雄　さん
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青
春
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
285

　                                    　Yamamoto　　 Mayuko

小吹台　　　山本  茉由子さん　　
　　　　            ＜ 19歳　　みずがめ座＞

・ 近況は・・・
　福祉系の短大に通っています。
・ 趣味は・・・
　読書と音楽鑑賞です。
・ 夢は・・・
　日本全国をツーリングしてみたいです。
・ 最近、楽しいと思ったことは・・・
　学校の行事で文楽の『曽根崎心中』を観
にいきました。
　初めて文楽人形を生で見ることができて
感動しました。
・思い出のアルバムから・・・

　初めて海に行った時の写真です。
・ 千早赤阪村について・・・
　子育てには“最適な場所”と感じています。
あと、星や月もよく見えていいですね。
・ 次号は・・・
　幼・小・中と同じの   原千香美さんです。
・ 　 原さんへメッセージを・・・
　よくバス停とかで会うよなぁ。元気そう
でよかったわー。
　大学の勉強おもしろそうやよなぁ。今度
会えたらまた話聞かせてな。

小吹台　　わたなべ　ちはる　ちゃん

　　　　　　　　（　渡　部　千　晴　）

　　　　　　　　　　　　平成２５年４月９日生まれ

素直にまっすぐに育ってください。

　　　　　　　　　父・要介さん　母・裕子さん
　　　　　

１３８年ぶりに楠公誕生地

を大規模整備
　くすのきホール西側に位置する楠公誕生地は、明治
11 年（1878）に石碑が建立され、今日に至るまで大楠
公生誕の地として顕彰されてきました。
　しかしこの度、石碑周辺の石垣がクスノキの根により崩
れており、また石碑が地盤沈下により倒壊の恐れがあると
判明し、急遽、138 年ぶりの大規模整備が行われました。



ご み 収 集

し 尿 収 集

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう。

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

2015.8N
o.499

人 の 動 き

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時 30 分
まちづくり課

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課

（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）

河南町住民生活課☎�２５００
太子町住民人権グループ☎�５５１５

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

相 　 　 談
心配ごと 8 月 6 日（木）・9 月 3 日（木）

児　 童 8 月 6 日（木）・9 月 3 日（木）

行 政 8 月 6 日（木）・9 月 3 日（木）

各地区ミゼット車 8 月 18 日（火）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉、
桐山、小吹、吉年 8 月 28 日（金）予定

千早、東阪、中津原 8 月 31 日（月）予定

も え る ご み
（火・金曜日）

 8 月 4 日（火）・
 7 日（金）・11 日（火）
14 日（金）・18 日（火）
21 日（金）・25 日（火）
28 日（金）
 9 月1 日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

 8 月 5 日（水）
 9 月 2 日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

8 月 13 日（木）
　27 日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）  8 月 20 日（木）

空 カ ン・ 空 ビ ン
（第４水曜日）  8 月 26 日（水）

　　総人口　5,671 人（− 10）
 　　  男      2,703 人（− 6）
　　   女   　2,968 人（− 4）
　　世帯数　2,355 戸（− 3）
６月末日現在、（　）は対前月比

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内 科・ 歯 科
休日診療所　☎� 1333
富田林市向陽台１─ ３ ─ 38
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１─ ３ ─ 36
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓ 9919
午後８時〜翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救 急 安 心 セ ン タ ー お お さ か ＃ 7119 または☎ 06（6582）7119
24 時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃ 8000 または☎ 06（6765）3650
午後８時〜翌朝８時（１年中）

大 阪 府 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー
（各科医療機関の診療状況照会）

☎ 06（6693）1199
24 時間対応（１年中）

「 こ ど も の 救 急 」 ホ ー ム ペ ー ジ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo-qq.jp/

・村国保診療所　水分 195-1（保健センター内）☎� 0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時 30 分～６時 30 分
・村国保千早診療所　 千早 184-1　☎� 0240
　午後診   （火・金）　午後２時～４時

広場・講習・相談など

休日・夜間の医療機関など

発
行

／
千

早
赤

阪
村

役
場

（
〒

585
−

8501
大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180

番
地

）
編

集
／

総
務

課
　
☎

0721 -72-0081
 
b

0721-72-1880 　
　

　
　

　
　

      
 ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/

 E
-m

ail iken@
vill.chihayaakasaka.lg.jp

 

種　類 月　日 受　付 対　象

広
場

のびのびげんきひろば 
（ａｉ♥げんき事業）

8 月 3 日・10 日・
17 日・24 日・
31 日 
９月 7 日（月） 

午前 10 時～ 11 時 30 分 　就学前の乳幼児と
　保護者

なかよし広場
（親と子の交流会）

8 月 19 日（水）

午前 10 時～ 11 時 30 分  0 歳〜幼稚園入園前の
乳幼児と保護者

あかちゃん広場
（交流会・遊び・相談） 午前 10 時～ 11 時 30 分 0 ～ 1 歳ごろまでの 

 乳幼児と保護者

離乳食講習会
（あかちゃん広場に併設） 午前 10 時～ 11 時 45 分 1 歳ごろまでの 

 乳幼児の家族

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・ 
保健師こころの相談 8 月 7 日（金）

午後 2 時～
（要予約、１人 30 分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題な
ど法律相談を希望する人 
( 同日に身体やこころの
相談も行います )

保健師による健康
相談（電話・来庁）8 月 25 日（火）午前 10 時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護
など相談を希望
する人

個別健康栄養相談 8 月 21 日（金）午後 1 時 30 分～
　　（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を 
改善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

☎︎
�
０
０
６
９

保
健
セ
ン
タ
ー

村国保診療所の診療時間について

※村国保診療所・村国保千早診療所は、8 月 13 日（木）・14 日（金）は休診します。ご
　迷惑をおかけしますが、ご了承ください。
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